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添付資料２ 
西棟オンラインモニタリング概略系統図 

●ＰＣＢを取扱う設備の排気

排気系統番号

●作業空間の換気

（管理区域レベル３）

（管理区域レベル３）

（管理区域レベル２）

（管理区域レベル１及び一般PCB廃棄物取扱区域）

オフラインモニタリング点(サンプリング口) 

オンラインモニタリング点(プローブ管挿入) 

排気口

サンプリングポイントIDNo.

活性炭フィルター機器番号

セーフティーネット活性炭フィルター

活性炭フィルター

記 号 説 明

局所排気

（ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ等）

漏洩品解体準備室 大気

抜油･解体･洗浄工程

間接作業室(1)-(9)

大型抜油室
小型抜油室

解体・洗浄室

搬入室(1)～(4)ほか

大気

大気

Ｌ１

タンク室、受入検査室、排気

処理室、垂直搬送機室、

水平 搬送室、排気ファン室、

地下 ボックス他

一般

受入室、ロｰディング室

注）西 No.5はボイラ排気

大気

Ｌ１

大型解体準備室、小型解体

準備室、加温室、検査待保

管室、ドラム缶倉庫、処理困

難物倉庫、判定洗浄室、排

水処理室、排気ファン室、

ポンプピット、地下ボックス他

一般

モニタリング機械室

Ｌ１

真空加熱分離処理室

Ｌ１

蒸留室、制御盤室、

排気処理室

抜油･解体･洗浄工程

大型解体室

小型解体室
大気

ＴＣＢ分離装置

洗浄装置

蒸留装置･タンクベント

大気

真空加熱分離装置A

大気

排気-5

排気-1～4

排気-6

換気ﾚﾍﾞﾙ-3-1

換気ﾚﾍﾞﾙ-3-2

P0504

真空加熱分離装置B

真空加熱分離装置C

真空加熱分離装置D 凝縮器

凝縮器

凝縮器

凝縮器

ｵｲﾙｼｬﾜｰ

ｵｲﾙｼｬﾜｰ

ｵｲﾙｼｬﾜｰ

ｵｲﾙｼｬﾜｰ

ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞｰ

ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞｰ

P0505

P0506

P0507

西 No.3

西 No.4

西 No.6

西 No.7

活性炭 活性炭 活性炭

活性炭

活性炭 活性炭

活性炭

活性炭

除染処理室

大気

P0508
P0503 P0201

P0202

P0303 P0203

P0304 P0205

P0302

P0305 P0204

P0403

P0401

活性炭

活性炭

活性炭

活性炭

活性炭

活性炭

活性炭

活性炭

活性炭

活性炭

活性炭

F2932A/B

F2801

F2804F2803A/BF2802A/B

F6103

F6501 F6502

F6512

F6722A/D

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

P****

F****

S/N

S/N

S/N

S/N

S/N

S/N

S/N

S/N

活性炭

活性炭

活性炭

活性炭

F3388A

F3388B

F3388C

F3388D

F3389A

F3389B

F3389C

F3389D

F3390A

F3390B

F3390C

F3390D

1次脱臭

活性炭

大気

西 No.1

大気

西 No.2

P0402

F3701 F3702

2次脱臭

1次脱臭

1次脱臭

1次脱臭

活性炭

P0509

P0306

Ｓ

P0307

P0310

P0309

P0308

Ｓ

P0512

P0510

P0513

P0511

東西移送 充填室

冷却室

A7

A8

B1

A9

A10

A3 B2

A4 B3

A5

A6

B4

B5

B6

B7

F6102A/B

AN-1001A

AN-1001B

AN-1001C

・休止

Ｓ

P0501

A1

Ｓ

P0502

A2

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

P0301

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

B8 Ｓ

B9 Ｓ

S/N

活性炭 活性炭

S/N

ミスト分離器

ミスト分離器

P0300
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添付資料３ 

東棟オンラインモニタリング概略系統図 東棟オンラインモニタリング概略系統図 

●ＰＣＢを取扱う設備の排気

排気系統番号

●作業空間の換気

（管理区域レベル２）

（管理区域レベル１）

（一般PCB廃棄物取扱区域） オフラインモニタリング点(サンプリング口) 

オンラインモニタリング点(プローブ管挿入) 

排気口

サンプリングポイントIDNo.

活性炭フィルター機器番号

セーフティーネット活性炭フィルター

活性炭フィルター

記 号 説 明

低濃度ベントガス系

脱気槽ベントガスA系列

蒸留設備ベントガスＢ系

塩酸ベントガスＢ系

東西移送 充填室

地下ボックス、

ポンプピットほか

局所排気

（ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ等)

大気

大気

廃活性炭、タール室ほか

大気

注）東 No3はボイラ排気

高濃度分析室

低濃度分析室

低濃度洗い場室
分析機器室

Ｈ２ガスベントA系列

大気

大気

大気

大気

東 No.1-1

東 No.1-2

東 No.1-3

東 No.1-4

東 No.2-3

大気

大気

東 No.2-1

東 No.2-2

中間処理工程

高濃度ベントガス系 ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞ- 活性炭

排気-5

排気-6

排気-1

排気-3

ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞ- 活性炭

分解処理工程

脱気槽ベントガスB系列

ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞ- 活性炭

ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞｰ 活性炭

ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞｰ

ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞｰｱﾙｶﾘｽｸﾗﾊﾞｰ

ｱﾙｶﾘｽｸﾗﾊﾞｰ 活性炭

活性炭

Ｈ２ガスベントB系列

東 No.4

東 No.5

液処理工程

活性炭

活性炭

活性炭

活性炭

大気

大気

分析排水処理室

モニタリング機械室

ローディング室

活性炭

生成物回収室

反応セクション室

中間処理室

ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞｰ

P0451

P0452

P0453

P0454

P045９

P0460

P0457

P0458

P0353P0352

P0354 P0252

F4191A/B

F4192A/B

F4291A/C

F4291B/D

F4294B/D

F4292B/D

F 4293A/C

F 4293B/D

F4651 F4652

F6581 F6582

活性炭

F6762A/B/C/D

F6763

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

大気

P0251

大気

Ｓ

P****

F****

S/N

S/N

S/N

S/N

S/N

S/N

S/N

S/N

S/N

S/N

活性炭

P0355

P0253

蒸留設備ベントガスＡ系 大気

排気-4

ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞｰ ｱﾙｶﾘｽｸﾗﾊﾞｰ 活性炭

P0455

F4294A/C

S/N

塩酸ベントガスＡ系 大気

排気-2

ｱﾙｶﾘｽｸﾗﾊﾞｰ ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞｰ 活性炭

P045６

F4292A/C

S/N

東 No.2-4

東 No.6-1

東 No.6-2

P0557

P0558

P0559

P0560

東 No.1

東 No.6

東 No.2

活性炭

活性炭

F 4297B/D

F 4297A/C

F4193 F4195A/B

F4194A/B

F4295A/C

F4295B/D

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

2-2

AN-4111

AN-4112

P0553

P0351

Ｓ

Ｓ Ｓ

P0556

P0555

活性炭 活性炭 シールポット

P0551

大気

シールポット

シールポット

P0552

シールポット

活性炭

活性炭

活性炭

活性炭

S/N

S/N

F 4298A

F 4298B

シールポット

シールポット

シールポット

シールポット

シールポット

シールポット

シールポット

シールポット

P0554

シールポット

ｵｲﾙｽｸﾗﾊﾞｰ 活性炭シールポット

分析ドラフトチャンバー 活性炭

F6764A/B

活性炭

活性炭

S/N

S/N

2-1

1-1
1-2

3-1
3-2

4-2
4-1

12-1 12-2

13-1 13-2

5

7 8

6

14

15

16

17

活性炭
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３．作業環境測定結果 

（１) ＰＣＢ濃度 

作業従事者のＰＣＢ曝露防止のため、労働安全衛生法特定化学物質障害予防規則(法定測定)

に基づき、大型解体室、小型解体室、及び処理困難物倉庫（廃アルカリ小分け G/H:ブース）の

作業環境中のＰＣＢ濃度測定を毎年度２回実施（状況に応じて追加測定を実施）しています。 

また、同等の管理が必要として受入検査室、抜油室、ＶＴＲ処理室等を自主測定として同様に

測定を実施しています。その測定結果は（表－１４）（P17）に示しています。大型解体室と小型解体

室の測定結果の経年変化を（図－４）に示しています。平成 22年以降は僅かに低減傾向にありま

したが、平成 30年５月の測定では小型解体室で許容濃度 0.01㎎/㎥を超過しましたので、定期

検査時に清掃と除染を行い許容濃度以下となりました。その後の測定でも許容濃度以下を維持し

ています。 
 

図－４ 作業環境中ＰＣＢ濃度の経年変化及び PCB 濃度低減対策実施状況 

 

（２) ダイオキシン類濃度 

図－５、表－１４ （P17）に示すとおり、平成 30年５月の測定で小型解体室のダイオキシン類濃

度が 100pg-TEQ/㎥と上昇しましたが、上記と同様に定期検査時に清掃と除染を行い同年９月の

再測定から令和２年６月の定期測定まで、前年度と同程度を維持しております。 

大型解体室は平成 30年定期検査時の清掃と除染により低下しましたが、その後の２回の測定

では、平成 29年度に比べて上昇しました。令和元年定期検査時も徹底的に清掃と除染を行い、

11月の測定では 1桁に低下しましたが、令和２年６月の測定では少し上昇しました。 
 

図－５ 作業環境中ダイオキシン類濃度の経年変化 
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H21.12(610) H22.１（2400）粉じん中のダイオキシン類濃度が高いことによる

対策実 施状況は

PCB と同様 100 pg-TEQ/m3 

0.011 mg/m3 
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（３） 作業環境の改善対策 

作業環境中のＰＣＢ及びダイオキシン類濃度が高いエリアにおける作業環境の改善対策につ

いて、比較的濃度の高い次のエリアについては、「大阪ＰＣＢ処理事業監視部会」でのご助言等

を踏まえて順次対策を実施しています。 

 

1)  大型解体室及び小型解体室 

平成 21 年８月に切断装置付近、及び仕掛品の置き場周辺に活性炭吸着装置を設置しました。 

平成 22年３月に小型解体室のフライス盤周りの囲込みの仮設工事を行い、平成 22年４月に

高性能集じん装置を仮設設置しました。その後、平成 23年８月に小型解体室のフライス盤装置

の囲込み、及びフライス盤の主軸周りの集中集塵方式の本設化工事を行いました。 

平成 23年８月にＰＣＢ等の蒸散を抑えるため空調設備を改善して室温低下を図りました。 

平成 30年５月に実施した測定において、小型解体室で許容濃度（0.01㎎/㎥）を超過しまし

た。測定時にはＰＣＢが特に蒸散するような作業はなく、原因は明らかではありませんが、定

期検査時に清掃と除染を行いました。 

これらの対策を実施後、ＰＣＢ濃度は許容濃度（0.01㎎/㎥）以下となっています。 

しかし、ダイオキシン類濃度については管理濃度（2.5 pg-TEQ/㎥）を超過しているため、夏

の定期検査時には徹底的に清掃、除染を行っています。 

 

2) ＶＴＲ処理室 

ダイオキシン類濃度につきましては、平成 25年度に、未処理品の一時置場付近を中心にＶＴ

Ｒ搬入棚、ＶＴＲステーションテーブル、設備メンテナンス用グリーンハウスに局所排気装置

等を設置した結果、平成 25年 11月以降、管理濃度（2.5 pg-TEQ/㎥）以下を維持しています。 

 

3) 大型抜油室、小型抜油室、タンク室 

大型抜油室及び小型抜油室は度々ダイオキシン類の管理濃度を超えていますので、引き続き

定期検査時に、機器下部等操業時には実施の困難な場所も含めて清掃・除染を実施します。 

タンク室については、平成 27 年夏の定期検査時にストレーナー改良による清掃作業の改善、

局所排気装置の増強対策工事を実施した結果、ダイオキシン類の管理濃度以下を維持していま

した。 

しかし、平成 29年５月の測定以降、５月から６月にかけての測定では管理濃度を超過するた

め、夏の定期検査時に徹底的な清掃、除染を行っています。今年度についても、６月の測定で

2.8 pg-TEQ/㎥と管理濃度を超過したため、大型抜油室及び小型抜油室と同様に夏の定期検査時

に徹底的な清掃、除染を行います。 

 

4) 蒸留室、中間処理室 

両室とも度々ダイオキシン類の管理濃度を超過しています。機器の開放点検が主な汚染の原

因になっていると思われますが、両室とも１階から５階までグレーチングによる吹き抜け構造で、

熱源となる蒸留塔が存在するため、室温の低減や操業時には清掃が困難な場所であることから、

定期検査時に重点的な清掃・除染を実施して、一定レベル以下を確認しています。 
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